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牛乳カゼ、インミセルの保存中における変化
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緒 論

カゼイ Yは， MELLANDER" (1939)によるチゼリウ旦電気泳動法によって， α.sおよび

rーカゼイ γから成ることが明らかにされた。しかし rーカゼイ γ区分に関しては少量のために

分離が困難であり，また一般に 50%アルコールに可溶という特殊な性質を持つことから， αー

およびかカゼイ Yとは異なった生合成機構を持つと考えられたこともあった。すなわち，

LARSON and GILLESPIE幻 (1957)や BARRYのら (1958)は， 牛乳中に存在する乳蛋白質の起

源をアイソトープなどを用いて追究した結果， αーおよび 8カゼイ γ.sーラグトグロプリ γお

よび α ラクトアノレプミ Yは乳腺細胞で合成され， 免疫グロプリ:/， 血清7ノレプミ Y および

rーカゼイ γは血液から移行する蛋白質であると報告している。しかし，最近の急速な蛋白質化

学の進歩によって，漸次各カゼイ y の一次構造が明らかにされてきた結果， 主要な T カゼイ

γ区分はかカゼイ γの一部ではなし、かと言われるに至った。

一方牛乳中には分泌後汚染された細菌由来のものでなく，乳腺細胞由来の種々の酵素が微

量ながら存在することは古くから知られており，この酵素は一次酵素または非細菌性酵素とい

われている。牛乳プロテアーゼもこの一種で， W ARNER and POLIS" (1945) は等電点沈殿で

得た酸カゼイ γに存在することを指摘し， ZITTLE" (1965) は酸カゼインからプロテ 7ーゼを

分離する方法を考案した。さらに山内らの (1969) や上野川らη(1971)はゲノレろ過法， CM-

セファデッグス法を用い， 比活性の高い画分を得た。 これを各種カゼイ Yに作用させると，

a，ーおよび必カゼイ γ よりも Bカゼイ Yに対する分解作用が強く， その分解物の一部が

TS およびRーカゼイ Yに類似していることを報告した(上野JII・山内B) 1972a;山内・上野

)119)， 1972)0 BJoRCK叫 (1973)による最近の報告においても，このプロテアーゼが 8カゼイ

Yを分解し， この時 TS-，R- および Tーカゼイ γと一致する PGEのパ y ドが増加すると述
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